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現
在
、
四
川
大
学
は

数
カ
国
、

約

の
大
学
や
研
究
機
関
と
交

流
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ

の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
の
間
に
は
、

学
部

年
次
に
約

名
の
交
換
留
学

生
を
一
年
間
相
互
派
遣
し
、
国
際
性

の
あ
る
人
材
養
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
。日

本
の
大
学
と
も

校
と
提
携
し

て
い
る
が
、
交
換
留
学
生
と
し
て
今

年
日
本
に
留
学
し
て
い
る
学
生
は

名
と
ま
だ
多
く
は
な
い
（
そ
の
う
ち

の

名
孫

麗
さ
ん
が
本
学
と
の

交
換
留
学
生
第
一
号
と
し
て
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
の
留
学
生
別
科
で
勉
強

し
て
い
る
。
彼
女
は
日
本
語
能
力
試

験

級
合
格
、
英
語
も
堪
能
と
い
う

優
秀
な
学
生
で
あ
る
。）

一
方
、
四
川
大
学
へ
は
世
界
各
地

か
ら
長
期
、
短
期
併
せ
て

名
以
上
の
学
生
が
留
学
し
て
い
る
。

留
学
生
は
学
部
、
大
学
院
以
外
に
中

国
語
研
究
セ
ン
タ
ー
で
中
国
語
を
学

中
国
四
川
省
の
省
都
で
あ
る
成
都

は
、
四
川
西
平
野
の
中
心
部
に
位
置

し
、
中
国
の
歴
史
的
、
文
化
的
史
跡

の
多
い
西
南
地
域
に
お
け
る
最
大
の

都
市
で
あ
る
。
古
来
よ
り
「
蜀
」
と

呼
ば
れ
、
ま
た
一
年
を
通
じ
て
気
候

が
良
く
、
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
天
府
の
国
」
と

で
あ
れ
ば
、
中
国
語
の
初
心
者
で

あ
っ
て
も
交
換
留
学
生
と
し
て
、
四

川
大
学
で
中
国
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
本
学
で
は
、
現
在
「
中

国
語
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
」
を
平

成

年
度
よ
り
設
置
す
べ
く
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

近
い
将
来
、
こ
の
「
中
国
語
イ
ン
テ

ン
シ
ブ
コ
ー
ス
」
を
修
了
し
、
四
川

大
学
へ
の
留
学
と
い
う
道
も
夢
で
は

な
く
な
っ
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
四
川
大
学
と

は
単
な
る
学
生
交
換
だ
け
で
な
く
、

共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
も

計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
後
幅
広
い
学

術
交
流
も
期
待
で
き
る
。

（
大
阪
国
際
大
学
・
大
阪
国
際
女
子

大
学
・
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

国
際
交
流
課
課
長
代
理

小
山

さ
ゆ
り
）

年 月 日から 月 日までの 週間、南アフリカ共和

国のケープタウンにあるヘルダーバーグ大学の語学研修に参加

しました。今回は大阪国際大学と大阪国際女子大学の合同で行

い、 名で南アフリカに行きました。事前の説明会などでは、

それほど話しをしなかったけれども、研修が終わる頃には全員

が仲良くなっていました。

南アフリカに到着し、景色の良さ、広さ、空の濃い青色に驚

きました。夜にはサザン・クロスなど、星がよく見え、自然の

美しさも実感しました。大学内にあるゲストハウスでの生活は、

食事を学内のカフェテリアでするためにヘルダーバーグ大学の

学生とも、すぐに友達になれました。誰もが気さくですれ違う

度に声を掛け合う、とても過ごしやすい雰囲気の大学でした。

僕らが英語の勉強をしたランゲージ・スクールでは、英語で

ビデオを撮ったり、物語を作って、挿し絵の変わりに写真を撮っ

て貼り付けたり、日本の文化を英語で現地の学生に説明したり

と、楽しい授業が多かったです。イベントもたくさん準備し、

日本のスナック・パーティーや日本食パーティー、チョップス

ティックス・オリンピックスという、お箸を使ったゲームを考

え学生に参加してもらったりと、全てのイベントを楽しんでも

らいました。

このヘルダーバーグ大学はキリスト教の大学であるため、教

会やチャペルがあり、そこで学生達が賛美歌を歌っていました。

そのうち 曲ほど教えてもらってゴスペルの楽しさも体験しま

した。

週末には学外のロッジに泊まりにいったり、ビーチに行って

サンセットを見たり、ウォーターフロントでショッピングした

りチーターに触れたり、ダチョウに乗ったりと日本では体験で

きない事もたくさんしました。また、ランゲージ・スクールの

学生数名とケープ・ポイント（喜望峰）に行き、いい思い出も

できました。

週間が短く感じるほど充実していて、自分の英語のスキル

を充分に伸ばせたと思います。これからも英語の勉強を続けて

もっと、英語で会話できるようになってたくさんの経験をし、

自分の人生の糧になるようにしたいです。今回の南アフリカ研

修に参加した学生全員が現地で「何か」を得て参加する前より

も少なからず「変わった」と思われるような経験をして帰国し

たと思います。たった 週間でしたが、僕らには中身の濃い忘

れがたい 週間でした。

（ 年 月 日 月 日 南アフリカ共和国ヘルダーバーグ大学夏期海外研修に参加）

留学生レポート留学生レポート

大阪国際大学経営情報学部
経営情報学科 年次生 坂根 健吾

人生の糧 つかむ
両キャンパス合同南アフリカ研修に参加して

今から 年ほど前、私は一人で中国から大阪に飛んできまし

た。まったく知らない町、見慣れていない人波、親のもとを離

れて初めての一人暮らし、私にとって、これらすべては新しい

スタートでもあるし、チャレンジでもありました。その時の気

持ちは正直に言って、留学生活への興味より不安の方が多かっ

たです。ホームシックで泣いたこともありました。しかし、中

国と日本の文化は昔からつながっている所が多いから、慣れる

までそんなに時間はかかりませんでした。

学校の勉強だけではなく、日本人との交流を通じて、生きて

いる日本語と日本のことを学んでいます。その一方、現在の中

国のことを回りの日本人に教えています。知らないうちに、私

も大阪弁を喋るようになりました。

今、 年生になって、よく聞かれるのは、将来のことです。

年前、私は日本語の先生になる夢を背負って、日本にやって

きました。今でもそれは変わらないです。しかし、外国語を教

えるには、相当の語学力と言語の背景文化への理解、講義方法、

授業を受ける側の心理の把握度など、全部要求されてきます。

今の私では、とてもできないので、もっと大学院で日本語教

育を勉強したいです。今は卒業論文と大学院の受験の準備で、

けっこう忙しいですが、いろんな交流会に参加したりして、充

実した生活を送っています。

（中国・遼寧省大連市出身・平成 年編入）

大阪国際女子大学人間科学部
国際コミュニケーション学科 年次生 高 敏

（コウビン）

夢は日本語教師
院受験に挑戦

年創立、国際
大の中国 番目の
協定校となった
「四川大学」

四川大学（中国四川省 成都）四川大学（中国四川省 成都）提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
学
》

天
府
の
国
」
で
国
際
人
材
を
養
成

天
府
の
国
」
で
国
際
人
材
を
養
成

交
換
留
学
第

号
女
性
が
別
科
で
学
ぶ

交
換
留
学
第

号
女
性
が
別
科
で
学
ぶ

中国 番目の協定校
幅広い学術交流へ
数ヵ国、 大学等と協定

も
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
成
都
に
大
阪
国
際
大
学
の

番
目
の
、
そ
し
て
中
国
で
の

番
目

の
協
定
校
と
な
っ
た
「
四
川
大
学
」

が
あ
る
。
数
年
前
よ
り
山
本
副
学
長

は
じ
め
国
際
交
流
関
係
者
が
、
何
度

か
現
地
に
足
を
運
ん
で
実
現
し
た
協

定
で
あ
る
。

年
創
立
の
四
川
大
学
に

は
、
文
科
系
、
理
科
系
、
工
学
系
な

ど

の
学
院
、

余
の
研
究
所
、

の
本
科
お
よ
び
大
学
院
に
約

万

人
の
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、

万

の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
ど
も
中
国

西
南
地
区
一
の
規
模
を
誇
る
大
学
で

あ
る
。

ぶ
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
セ
ン

タ
ー
で
は
、
中
国
語
学
習
歴
の
全
く

な
い
者
か
ら
上
級
者
ま
で

レ
ベ
ル

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
ほ
か
、

太
極
拳
、
伝
統
文
化
授
業
も
取
り
入

れ
て
お
り
、
中
国
文
化
に
触
れ
る
機

会
も
十
分
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
大
阪
国
際
大
学
の
学
生

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

平
成

年
度
第

回

テ
ロ
発
生
に
よ
り
、
平
成

年
度
内

流
用
、
及
び
平
成

年
度
繰
越

短
大

南
方
理
沙
（
国
文

）（
平
成

年

月

日

月

日
、
豪
・

）

同

山
本
梨
加
（
国
文

）（
平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
、

米
・

）

平
成

年
度
第

回

滝
井
高
校

奥
本
菜
津
子

諸
岡
侑
希

鎌
田
あ
お
い
（
以
上

）

井
上
理

恵（

）（

月

日

月

日
、
豪
・

ツ
ー
ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
派
遣
生
）

同

中
村
早
悠
子
（

）

橋
本
有
加

（

）（

月

日

月

日
、
加
・

ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
地
方
委
員

会
派
遣
生
）

平
成

年
度
第

回

夏
期
海
外
短
期
研
修
派
遣
留
学
生

〔
ヘ
ル
ダ
ー
バ
ー
グ
カ
レ
ッ
ジ
（

月

日

月

日
、
南
ア
フ
リ
カ
・

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
）〕

大
学
・
短
大

坂
根
健
吾

高
井
宏
樹

武
一

愛
（
以
上
経
情

）

高
橋

全
佑
（
同

）

畠
中
恒
徳
（
法
政
経

）

佐
藤
佳
美

谷
口
敏
子

森
加

奈
子

山
田
花
菜
（
以
上
国
コ
ミ

）

庄
下
千
晶
（
社
コ
ミ

）

大
山
紗

也
佳

高
木

恵
（
以
上
人
健

）

森
木
栄
理
（
ス
ポ

）

江
上
智
子

清
川
由
美
（
国
文

）

同
〔
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
（

月

日

月

日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）〕

大
学
・
短
大

古
田
雅
弓

三
峰
裕
紀

（
以
上
経
情

）

松
岡
早
織
（
同

）

関
本

隆
（
政
経

）

高
橋

稔

（
法
政
経

）

川
勝
さ
お
り

笹

慎
吾
（
以
上
同

）

服
部
真
麻
（
国

コ
ミ

）

和
田

愛
（
国
文

）

榊

優
希

長
足
幸
江
（
以
上
同

）

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
派
遣
留

学
生
〔
ナ
レ
ー
ス
ワ
ン
大
学
（

月

日

月

日
、
タ
イ
・
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
）〕

大
学

儀
間
尚
子

田
村
朋
子
（
以
上

国
コ
ミ

）

同
〔
第

学
校
（

月

日

月

日
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
）〕

大
学

古
川
智
子
（
政
経

）

小
林

美
由
記
（
社
コ
ミ

）

藤
本
敦
美
（
国

コ
ミ

）

杉
本
知
佳
（
心
コ
ミ

）

海
外
の
大
学
附
属
語
学
セ
ン
タ
ー
へ
の

派
遣
留
学
生
〔
フ
リ
ン
ダ
ー
ズ
大
学
（
平

成

年

月

日

平
成

年

月

日
、
豪
・
ア
デ
レ
ー
ド
）〕

短
大

北
中
優
希
（
国
文

）

（敬称略）

平
成

年
度
派
遣
留
学
生

李

春
愛
（
国
コ
ミ

）（

月

日

月

日
、
豪

）

福
田

智
奨
学
生

福
田

智
奨
学
生

（敬称略）

奄
美
・
沖
縄
な
ど
い
わ
ゆ
る
南
島

関
係
の
本
づ
く
り
を
中
心
に
し
た
出

版
社
を
興
し
て
二
十
年
近
く
に
な
る
。

南
島
叢
書
と
銘
打
っ
て
現
在
九
十
巻

近
く
、
目
標
の
百
巻

ま
で
は
あ
と
一
歩
だ

が
、
昨
今
の
経
済
事

情
も
あ
っ
て
今
は
胸

突
き
八
丁
の
状
態
。

こ
の
仕
事
を
通
じ
て
明
確
に
な
っ

た
の
は
、
こ
の
国
の
出
版
事
情
の
ほ

と
ん
ど
が
東
京
中
心
に
な
っ
て
い
る

シ
ス
テ
ム
。
中
央
集
権
一
極
中
心
の

弊
害
。
世
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、

ボ
ー
ダ
レ
ス
の
時
代
だ
と
い
う
の
に
、

な
ん
と
逆
行
し
て
い
る
こ
と
か
、
と

い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
痛
感
す
る
ば

か
り
。

こ
の
国
は
単
一
民
族
、
と
決
め
つ

け
て
批
判
さ
れ
た
首
相
が
か
つ
て
い

た
け
ど
、
そ
う
で
は
な
く
、
日
本
と

い
う
国
の
成
り
立
ち
は
、
北
や
南
か

ら
も
、
大
陸
や
半
島
か
ら
も
、
多
く

の
文
化
や
人
や
物
が
流
れ
込
み
、
あ

る
い
は
逆
流
し
て
広
が
り
、
複
雑
に
、

多
層
的
に
混
じ
り
合
っ
て
で
き
た
国

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

九
十
冊
近
い
本
を
編
集
し
て
刊
行

し
、
南
か
ら
の
切
り
口
で
日
本
の
過

去
、
現
在
、
未
来
を
幻
視
し
た
と
き
、

東
京
中
心
だ
け
で
は
視
え
ず
、
と
ら

え
ら
れ
な
い
、
こ
の
国
の
文
化
の
深

層
が
垣
間
見
え
た
気
が
す
る
の
は
、

こ
の
仕
事
の
大
き
な
喜
び
だ
。

歴
史
の
曲
が
り
角
に
な
る
と
南
島

が
浮
上
す
る
、
と

い
う
歴
史
家
の
言

葉
ど
お
り
、
黒
船

来
航
、
明
治
維
新
、

第
二
次
世
界
大
戦
、

い
ず
れ
の
時
も
、
沖
縄
が
決
定
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
思
う

と
、
今
し
ば
ら
く
こ
の
叢
書
を
持
続

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
ら
に
言
い

聞
か
せ
て
い
る
。

南
か
ら
の
眼
差
し

南
か
ら
の
眼
差
し

「
海
風
社
」
編
集
人

詩

人

作
井

満

「
海
風
社
」
編
集
人

詩

人

作
井

満

直

言
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「

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、

「
企
業
経
営
が

に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
」、
と
い
う
今

一
番
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
講
義
で
は
、

を
活
用
し
た
新
し
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
事
例
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
や
新

た
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
考
え

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大
（
枚
方
）

第

回

学
内
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

経
情

昇

葉
子

国
際
大（
守
口
）・
短
大
部

平
成

年
度
第

回

公
開
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

大
学
国
コ
ミ

三
村
有
里

科
目
等

履
修
生

兼
松
伸
江

平
成

年
度
第

回

学
内
団
体
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

大
学
国
コ
ミ

大
植
友
紀
子

杉
野

吉
子

田
村
朋
子

第

回

公
開
試
験

（
平
成

年

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

短
大
部
国
文

北
中
優
希

第

回
秘
書
技
能
検
定
試
験
準

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

西
尾
恵
永

林

理
香

同

級

大
学
社
コ
ミ

日
高
七
恵

同
国
コ

ミ

花
田
愛
紀
子

同
社
コ
ミ
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女子大旧家政学部食物学科、ならびに短大家政科栄養士コース
で栄養士免許を取得された卒業生の皆さんへ
平成 年 月 日、栄養士法が改正され、管理栄養士国家試
験制度が変更になりました。平成 年 月 日から改正栄養士
法が施行されています。
今後、栄養士免許取得者が管理栄養士国家試験を受験する場

合、条件が大幅に変更されますので、できれば平成 年 月
日までに受験し、早めに管理栄養士免許を取得されますようご
案内いたします。詳細はホームページをご覧下さい。
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国
際
大
初
の
試
み
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
同

隔
週
水
曜
日
に

ジャーナリスト特別講座開講ジャーナリスト特別講座開講

現役記者の講義
戦争の報道体験

国
際
大
で
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
「
大
阪
国
際
大
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
特
訓
講
座
」
を
開

講
し
た
。
同
講
座
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
へ
の
道
を
め
ざ
す
学
生
に
役
立
つ

多
面
的
な
教
養
教
育
の
一
環
と
し
て

進
め
る
た
め
、

年
次
か
ら

年
次

ま
で
の
長
期
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

会場は歴史的建造物をそのまま生かした国際奈良学セミナーハウス。旧世尊
院で講義に真剣に聴き入る学生たち

正
規
の
単
位
に
は
な
ら
な
い
が
、
枚

方
・
守
口
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の

年
次
生
計

名
が
受
講
、

月
か
ら

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
隔
週
水
曜
日
、

時
か
ら

時
ま
で
熱
心
に
学
ん
で

い
る
。

講
師
陣
は
、
元
共
同
通
信
ワ
シ
ン

ト
ン
支
局
長
の
金
子
敦
郎
学
長
、
元

読
売
新
聞
論
説
委
員
の
三
木
健
二
国

際
関
係
研
究
所
客
員
教
授
、
元
毎
日

新
聞
編
集
委
員
の
宮
本
二
美
生
人
間

科
学
部
助
教
授
ら
。

夏
休
み
中
の

月

日
か
ら

日

に
は
、
研
修
合
宿
を
国
際
奈
良
学
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
奈
良
市
）
で
実
施

し
た
。
テ
ー
マ
は
「

」（
自
分
の
道
を
切
り
開
く
）。

参
加
者
は
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の

名
で

志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が
寝
食
を
共

に
、
作
文
や
教
養
問
題
に
取
り
組
ん

だ
。会

場
と
な
っ
た
同
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
は
、
旧
世
尊
院
客
殿
を
桃
山
初
期

創
建
時
の
姿
に
復
元
し
て
い
る
た
め

冷
房
は
な
く
、
自
然
の
風
を
受
け
な

が
ら
の
講
義
と
な
っ
た
。

日
に
は

現
役
の
新
聞
記
者
に
よ
る
講
義
「
新

聞
記
者
の
誕
生
」
や
、
灘
高
校
教
諭

に
よ
る
一
般
教
養
特
別
講
座
「
限
り

な
く
楽
し
い
数
学
の
世
界
」
な
ど
も

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
金
子
学
長
は
「
国

際
報
道
の
現
場
」
と
題
し
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
な
ど
の
最
前
線
の
報
道
経
験

を
語
り
、
充
実
し
た
合
宿
と
な
っ
た
。

ゼ
ミ
学
生
シ
ョ
ッ
プ
「
多
趣
多
彩
」
開
店

ゼ
ミ
学
生
シ
ョ
ッ
プ
「
多
趣
多
彩
」
開
店

商
店
街
の
活
性
化
め
ざ
す
橋
波
商
店
連
合
会

「
ラ
ラ
は
し
ば
」

オープニング当日。マスコットが風船を配り花を添えた。様子は関西テレ
ビニュースでも流され反響を呼んだ。

人間科学部 縄田ゼミの 人（社コミ）

し
ば
」
の
一
角
に

月

日
、
人
間

科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
縄
田
文
子
教
授
の
ゼ
ミ
生
（
社

コ
ミ
・

名
）
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な

店
舗
「
多
趣
多
彩
」
が
開
店
。
商
店

連
合
会
の
岡
田
耕
平
会
長
や
地
元
の

市
会
議
員
ら
が
「
学
生
ら
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
こ
の
店
の
に
ぎ
わ
い
で
、

商
店
街
全
体
の
活
性
化
、
発
展
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
熱
い
期

待
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。

休
日
の
午
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

買
物
客
や
子
供
ら
約

名
が
開
店
を

待
ち
わ
び
、
店
は
こ
の
日
終
日
大
に

ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

「
ラ
ラ
は
し
ば
」
は
市
内
に
数
多

く
あ
る
商
店
街
の
中
で
も
、
年
間
を

通
じ
て
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
振
興
策
に
積
極
的
。
そ
の
一
環
と

し
て
学
生
た
ち
の
協
力
を
得
ら
れ
な

い
か

と
大
学
に
申
し
出
で
が
あ
り
、

縄
田
教
授
が
「
学
生
た
ち
の
た
め
に

も
な
る
」
と
応
諾
。
昨
年
、
学
生
た

ち
が
「
ラ
ラ
は
し
ば
」
の
市
場
調
査

を
実
施
、
卒
論
に
ま
と
め
て
発
表
し

た
。そ

し
て
こ
と
し
は
、
店
づ
く
り
や

運
営
な
ど
よ
り
実
践
的
な
取
り
組
み

で
一
層
の
学
習
を
し
て
、
店
の
経
営

に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

空
き
店
舗
約

平
方
メ
ー
ト
ル
を

夏
休
み
返
上
で
清
掃
し
た
。
商
店
主

や
市
民
ら
か
ら
オ
ー
ナ
ー
を
募
り
、

ボ
ッ
ク
ス
を
貸
し
出
し
て
好
き
な
物

を
置
い
て
も
ら
い
、
学
生
ら
が
常
駐

し
て
販
売
す
る
。

手
づ
く
り
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
し
た

ほ
か
、
店
の
ボ
ッ
ク
ス
に
は
手
工
芸

品
や
酒
な
ど
店
名
通
り
の
多
彩
な

商
品

が
な
ら
ぶ
。

「
地
道
な
努
力
で
商
店
街
に
若
者

ら
の
客
が
ひ
と
り
で
も
多
く
増
え
、

そ
れ
が
商
店
街
の
振
興
に
つ
な
が
れ

ば
、
学
生
ら
に
と
っ
て
も
生
き
た
学

習
に
な
る
」
と
縄
田
教
授
。

走
り
な
が
ら
全
員
で
考
え
る
講
座

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

月 日は ダン 常務取締役・丸川博雄氏を迎
え、興味深い「靴下屋」の実例をきいた

京
阪
守
口
市
駅
か
ら
歩
い
て

分

近
く
、
橋
波
商
店
連
合
会
「
ラ
ラ
は

る
と
い
う
、
実
社
会
の
動
き
と
連
動

し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
内
容
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

活
用
は

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
理
論

確
立
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
理
論
が
確
立
し
て
い
な
い
か
ら

大
学
で
取
り
扱
わ
な
い
と
な
れ
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
で
き

る
実
践
的
な
能
力
を
育
成
す
る
と
い

う
我
々
の
目
標
か
ら
離
れ
る
ば
か
り

で
す
。

「

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、

従
来
の
講
義
で
は
な
か
っ
た
「
走
り

な
が
ら
考
え
る
」
ス
タ
イ
ル
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
既
に
行
わ
れ
た
こ
と

を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、
実
社
会

の
現
実
を
確
認
し
た
上
で
、
今
後
、

必
要
と
な
る
こ
と
を
「
参
加
者
全
員

で
考
え
る
」
講
義
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
テ
ー
マ
別
に
選
定

さ
れ
た
、
先
端
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
企
業
の
実
務
担
当
者

（

代
中
心
）
に
大
学
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
ゲ
ス
ト
の
講
義
と
教
員
・

学
生
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
そ
の
場

そ
の
場
で
生
ま
れ
る
発
言
や
気
づ
き

が
学
生
の
資
産
と
な
る
構
成
と
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て

回
の
講
義
も
ゲ

ス
ト
・
学
生
・
教
員
と
の
対
話
を
多

く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
全

回
あ

る
講
義
の
約
半
分
は
ゲ
ス
ト
を
招
い

た
講
義
、
残
り
は
教
員
が
理
論
的
な

裏
付
け
や
従
来
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

の
違
い
を
講
義
し
ま
す
。
講
義
の
後

半
に
は

を
活
用
し
た
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
つ
く
り

あ
げ
る
実
習
な
ど
も
組
み
込
ま
れ
、

今
後
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
、

を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
講
義
室
の
中
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
場
が
存
在
す
る
よ
う
な
、
今
ま
で

に
な
い
、
い
つ
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
講
義
で
す
。

（
経
営
情
報
学
部

「

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
担
当

教
授
廣
田
章
光
・
講
師
中
野
幹
久
）

庄
下
千
晶

東
本
幸
子

大
谷
早
苗

同
健
康

山
本
路
子

同
社
コ
ミ

二
宮
佐
弥
香

短
大
部
国
文

江
南
沙
織

同
家
政

和
田
千
穂

同
国
文

南
方
理

沙第

回
日
商
文
書
技
能
検
定
試

験

級
（
平
成

年

月

日
実
施
）

大
学
社
コ
ミ

池
上
貴
子

江
藤
由

加
里

片
川
綾
希
子

竹
田

梓

長

井
亜
希
子

同
国
コ

末
永
磨
祐
美

同

福
本
紗
依

同

戸
田
直

子短
大
部
国
文

三
元
麻
莉

同

山
内
優
子

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

検
定
試
験

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

大
学
社
コ
ミ

上
坂
佐
世
子

崎
谷

砂
苗

平
成

年
度
管
理
栄
養
士
国
家

試
験
合
格
者

人
（
短
大
家
政

科
栄
養
士
コ
ー
ス
卒
業
生
）

（
平
成

年

月

日
実
施
）

滝
井
高
校

第

回
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
試

験

級
（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

渡
辺
つ
か
さ

同

級
（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

村
田
久
美
子

梅
野
直
子

松

原
綾
子

間
屋
口
彩
香

藤
田
直
美

年

坂
本
智
江
子

佐
藤
宏
美

田

中

恵

平
成

年
度
第

回
英
検

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

鎌
田
あ
お
い

森
亜
寿
香

吉

田
弥
生大

和
田
高
校

平
成

年
度
第

回
英
検

級

（
平
成

年

月

日
実
施
）

年

桑
野
好
絵

佐
々
木
礼
奈

武

林
亜
矢
子

永
田
留
実

増
田
侑
子

山
田
理
加

内
田
香
住

阿
川
愛
結
子

石
原
佳
奈

柏
原
友
希
子

川
崎
広

美

塚
本
佳
奈

蔦
田
麻
衣

中
谷
麻

美

山
本
文
子

伊
保
麻
菜
美

柴
田

真
衣

十
萬
る
り
子

橋
本
和
加
子

平
山
直
美

山
口
実
奈

山
元
綾
子

渡
辺
加
那
子

金
谷
和
美

中
道
博
子

決
勝
戦
ま
で
進
み
同
志
社
大
学
に

で
敗
れ
た
も
の
の
昨
年
に
続
い
て
の

結
果
。
一
昨
年
は
優
勝
し
て
お
り
出
場

は

年
連
続
と
な
る
。

主
将
の
新
垣

純
さ
ん
（
経
情

）

は
「
優
勝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
悔
し

い
け
ど
、
連
続
出
場
が
果
た
せ
て
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。
正
直
、
連
続
出
場

を
絶
や
さ
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
ま
し
た
か
ら
。

き
っ
と
後
輩
達
も
い
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
大
会
で
の
思
い
を
話

し
た
。

ま
た
、
こ
の
チ
ー
ム
に
は

月
に
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ
ス
州
で
開
催
さ

れ
た
第

回
日
米
大
学
軟
式
野
球
国
際

大
会
の
全
日
本
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ

れ
た
杉
本
勝
宏
さ
ん
（
経
情

）
も
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。

同
部
は
平
成
元
年
開
学
時
に
結
成
。

当
初
、
近
隣
の
大
学
で
あ
る
流
通
大
学

ほ
か
数
校
の
野
球
部
と
連
絡
を
密
に
と

り
あ
い
、
現
在
所
属
の
西
都
大
学
野
球

連
盟
の
発
祥
と
な
る
阪
奈
リ
ー
グ
を
つ

く
っ
た
。
結
成
当
時
よ
り
野
球
に
対
す

る
前
向
き
な
取
組
み
は
変
わ
ら
ず
う
け

つ
が
れ
て
い
る
。

国
際
大
の
軟
式
野
球
部
が

月

日

か
ら

日
ま
で
滋
賀
県
の
県
立
彦
根
球

場
等
で
開
催
さ
れ
た
第

回
西
日
本
大

学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
準

優
勝
し
た
。
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
連

盟
の
主
催
で
、
同
連
盟
に
加
盟
す
る
西

日
本
地
区
の
代
表

大
学
が
参
加
。
本

学
は
西
日
本
の
強
豪
チ
ー
ム
が
競
う
中
、

軟
式
野
球
惜
し
く
も
準
優
勝

西
日
本
大
学

軟
式
野
球
選
手
権

連
続
出
場

年
果
た
す

強豪チームと熱戦、みごと準優勝を果たした国際大軟式野球部

授
業
紹
介
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現
代
社
会
の
生
き
方
を
探
っ
て
ゆ

く「
ボ
イ
ス
・
イ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
大
学
・
短
大
部
女
性
学
研
究
所
、

朝
日
新
聞
社
主
催
）
が

月

日
、

基
調
講
演
に
放
送
タ
レ
ン
ト
の
永

六
輔
氏
、
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
評
論
家
の
大
宅
映
子
氏
、

文
化
庁
文
化
部
長
の
寺
尾

研
氏
、

キ
ャ
ス
タ
ー
の
浜
尾
朱
美
氏
の

氏

を
迎
え
、

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

参
加
者
は
約

名
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
今
西
令
子
氏
。

テ
ー
マ
は
「
生
き
る
っ
て
な
ん
だ

家
族
と
教
育

」
で
参
加
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
達
は
、
親
子

の
関
係
、
地
域
社
会
、
学
校
と
の
係

わ
り
等
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
た
。

大
学
で
は
図
書
館
を
近
隣
住
民
に

一
般
開
放
し
て
い
る
。
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
開
学
以
来
、
一
般
開
放
を

実
施
。
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平

成

年
に
建
設
さ
れ
た

号
館
の
新

図
書
館
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
徐
々
に

準
備
を
進
め
て
い
た
が
、

年
度
、

総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
館
と

し
て
両
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
が
再
ス

タ
ー
ト
し
た
の
を
機
に
、
利
用
時
間

を
延
長
、
近
隣
住
民
に
も
積
極
的
に

利
用
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
従
来
か
ら
開
放
の
対
象
で
あ

る
卒
業
生
も
、
左
記
と
同
じ
利
用
方

法
で
ど
し
ど
し
活
用
を

対

象

枚
方
・
守
口
両
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣
に

お
住
ま
い
で

歳
以
上
の
人

利
用
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

大
阪
国
際
大
学
国
際
関
係
研
究
所

主
催
の

回
目
を
迎
え
た
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が

月

日
、
大
阪
市
中

央
区
の
綿
業
会
館
で
開
か
れ
、
約

名
を
上
回
る
参
加
者
が
中
国
経

済
の
今
後
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
講
演

に
耳
を
傾
け
た
。

中
国
は
昨
年
末
、
つ
い
に

に
加
盟
。
順
調
に
成
長
を
遂
げ
る
中

国
経
済
が
、
今
後
ど
う
な
る
の
か

は
わ
が
国
は
も
ち
ろ
ん
世
界
注
目
の

的
。
そ
れ
だ
け
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
寄
せ
る
企
業
や
企
業
幹
部
の
関
心

が
高
く
、
広
い
会
場
も
満
席
と
な
っ

た
。講

師
は

『
発
展
す
る
中
国
、
停

滞
す
る
中
国
』
伊
藤
正
一
・
関
西
学

院
大
教
授

『

年
の
駐
在
を
通
し

本
紙
第

号

レ
ポ
ー
ト
に
登

場
し
た

兵
庫
ア
イ
バ
ン
ク
事
務
局

兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
邉
和
誉

氏（
国
際
大
経
営
情
報
学
部

年
卒
）

ら
を
招
き
、
滝
井
高
校
、
国
際
大
枚

方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
相
次
い
で
臓
器
移

植
に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

月

日
に
は
滝
井
高
校
内
視
聴

覚
教
室
で
福
田
京
子
教
諭
の
担
当
す

る
特
色
講
座
「
ヘ
ル
ス

セ
イ
フ

テ
ィ
」
の

コ
マ
を
あ
て
て
テ
ー
マ

臓
器
移
植
に
つ
い
て

で
講
義
が

行
わ
れ
た
。
対
象
は

年
生

名
、

講
演
者
は
渡
邉
氏
と
社
団
法
人
日
本

臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
所
属
移
植
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中
山
泰
伸
氏
。
普
段

身
近
に
感
じ
な
い
が
大
切
な
事
柄
で

あ
る
移
植
に
つ
い
て
、
自
分
の
問
題

と
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
の
が

目
的
。

臓
器
提
供
に
関
し
て
ど
う
思
い
ま

す
か
？
と
い
う
質
問
に
関
し
「
提
供

し
て
も
い
い
」「
家
族
や
好
き
な
人

加
盟
後
の
中
国
経
済
」

加
盟
後
の
中
国
経
済
」

第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

第 回国際シンポジウムで講演する関西学院大・伊藤教授

企業幹部ら 人参加

て
見
た
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
』
山
本
幸

男
・
佐
渡
島
金
属
社
長

『
中
国
の

加
盟
と
今
後
の
日
中
経
済
』

何

成
業
・
本
学
国
際
関
係
研
究
所

助
教
授
。

伊
藤
氏
は
、
発
展
す
る
中
国
経
済

の
一
面
に
内
陸
農
村
の
疲
弊
や
ま
だ

ま
だ
問
題
を
抱
え
る
国
有
企
業
な
ど

を
指
摘
、
必
ず
し
も
楽
観
は
許
さ
れ

な
い
と
強
調
さ
れ
た
。
一
方
山
本
氏

は
、
体
験
を
通
し
て
実
感
し
た
中
国

経
済
の
過
去
と
現
在
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
か
ら
中
国
人
と
の
接
し
方
な
ど

を
語
ら
れ
た
。
何
助
教
授
は
中
国
経

済
の
今
後
を
分
析
し
な
が
ら
日
本
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。

質
疑
応
答
で
は
、

講
師
に
突
っ

込
ん
だ
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

発
展
す
る
中
国

停
滞
す
る
中
国

関
学
伊
藤
教
授
講
演

日本文化を学ぶため、学内の和室で着物の実習授業
は好評

授
業
紹
介

国
際
人
と
は
？
異
文
化
理
解
と

は
…
？
自
国
の
文
化
を
知
り
、
好

き
に
な
る
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

こ
の
科
目
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
日
本

文
化
の
要
素
を
含
み
持
つ
「
茶
道
」

を
中
心
に
、
そ
こ
か
ら
広
が
る
さ
ま

ざ
ま
な
日
本
文
化
と
の
出
会
い
の
場

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

茶
道
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
で
学
ぶ

と
同
時
に
英
語
で
ど
の
よ
う
に
表
現

す
れ
ば
よ
い
か
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て

学
ぶ
ほ
か
、
で
き
る
限
り
実
物
や
本

物
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
毎
年
学
外
授
業
と

し
て
京
都
の
茶
席
で
茶
会
を
体
験
す

る
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
学
生
た
ち

は
大
き
な
感
銘
を
受
け
る
よ
う
で
、

そ
れ
以
後
授
業
へ
の
取
り
組
み
が
一

層
熱
心
に
な
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

学
内
の
和
室
で
実
施
す
る
着
物
の

着
付
け
実
習
授
業
も
好
評
で
す
。
私

自
身
が
日
本
文
化
の
生
き
た
教
材
に

な
ろ
う
と
考
え
て
、
毎
回
の
授
業
に

は
着
物
を
着
て
臨
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
が
学
生
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
な
ら
、
こ
ん
な
に
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ふ
ろ
し
き
は
今
、
使
い
捨
て
の
レ

ジ
袋
や
紙
袋
と
違
い
、
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
と
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
包
み
方
だ
け
で
な
く
、
書

籍
を
包
ん
だ
り
ジ
ュ
ー
ス
や
ワ
イ
ン

の
瓶
を
包
ん
だ
り
、
洋
服
を
着
た
普

段
の
生
活
に
生
か
せ
る
包
み
方
も
学

び
ま
す
。
日
本
の
歴
史
、
風
習
や
季

節
行
事
が
学
べ
る
百
人
一
首
に
親
し

み
、
お
正
月
に
は
百
人
一
首
大
会
を

レ
ポ
ー
ト
の
渡
邉
氏
ら
招
き

臓
器
移
植
に
関
す
る
講
義
国際大枚方
滝 井 高

枚方キャンパスでの講義の様子

催
し
ま
す
。
取
っ
た
札
の
枚
数
は
成

績
に
プ
ラ
ス
す
る
と
い
う
お
ま
け
付

き
で
す
。

そ
し
て
最
終
課
題
。
学
生
た
ち
が

特
に
興
味
を
持
っ
た
日
本
文
化
に
つ

い
て
、
各
自
で
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ

て
英
語
で
研
究
発
表
す
る
の
が
後
期

試
験
。
毎
年
予
想
を
越
え
る
力
作
が

続
出
し
、
私
は
感
無
量
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
人
間
科
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
例
研
究

」
担
当

講
師

高
橋

尚
美
）

な
ら
い
い
」「
自
分
で
も
家
族
で
も

と
に
か
く
絶
対
に
嫌
。
傷
つ
け
な
い

で
ほ
し
い
」
と
意
見
は
様
々
。
意
思

表
示
に
関
し
て
、「
色
々
な
意
見
が

あ
っ
て
当
然
。
提
供
し
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
意
思
表
示
。

個
人
個
人
の
意
見
を
大
切
に
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
も
っ

と
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
渡
邉

講
師
。日

に
は
第

回
目
と
し
て
、

年
生

名
を
対
象
と
し
て
大
古
麻
由

美
教
諭
の
同
講
座
で
も
講
義
が
行
わ

れ
た
。月

日
に
は
、
午
前
と
午
後
に

わ
た
っ
て
経
営
情
報
学
部

年
生
対

象
の
森
山
真
光
助
教
授
、
松
山
一
紀

講
師
担
当
の
予
備
演
習
授
業
で
テ
ー

マ

臓
器
の
提
供
と
意
思
表
示
に
つ

い
て

で
講
義
が
行
わ
れ
た
。

「
脳
死
提
供
先
の
意
思
表
示
は
で

き
る
の
か
？
」「
移
植
手
術
が
一
番

難
し
い
臓
器
は
？
」
な
ど
色
々
な
質

問
が
と
び
か
っ
た
。
ま
た
渡
邉
講
師

は

と
し
て
こ
の
職
業
に
就
く
に

至
っ
た
経
緯
な
ど
に
も
触
れ
た
。

「

時
間

日
勤
務
で
何
度

も
こ
の
仕
事
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
る
。
け
れ
ど
、
手
術
が
成

功
し
、
提
供
し
て
下
さ
っ
た
家
族
に

そ
の
こ
と
を
伝
え
喜
ば
れ
た
時
は
、

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
え
る
」
と
中
山
講
師
、

渡
邉
講
師
。

講
義
終
了
後
、
学
生
達
の
反
応
は

「
自
分
の
目
指
す
道
を
見
つ
け
実
現

さ
せ
た
こ
と
は
本
当
に
凄
い
こ
と
だ

と
思
う
」「
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

話
す
こ
と
の
で
き
る
先
輩
は
本
当
に

す
ご
い
」「
自
分
に
は
真
似
の
で
き

な
い
こ
と
だ
け
ど
頑
張
っ
て
後
に
続

き
た
い
。
講
義
を
受
講
し
て
良
か
っ

た
」
と
好
評
だ
っ
た
。

第 回 ボイス・イン・フォーラム

タレント永 六輔氏が基調講演
人参加、大宅映子さんら パネルディ

スカッション

大
学
図
書
館
を
一
般
開
放

卒
業
生
、
近
隣
住
民
も
利
用
を

の
で
、住
所
の
わ
か
る
証
明
書（
免

許
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

平

日

時

分

時

分

授
業
の

な
い
期
間

時

分

時

分

土
日
祝
休
館
、
そ
の
他
臨
時
休
館
日

あ
り
。

貸
出
可
能
冊
数

図
書

冊

週
間

雑
誌

冊

日
間

問
合
先

大
阪
国
際
大
学
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
守
口
図
書
館

大
阪
国
際
大
学
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
枚
方
図
書
館

茶
道
、
着
物
の
着
付
け
、
ふ
ろ
し
き
…

「
自
国
の
文
化
に
つ
い
て
語
れ
ま
す
か
？
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
例
研
究

初
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ス
タ
ー
ト

森
山
助
教
授
開
発
の
電
子
商
取
引
シ
ス
テ
ム

前
号
（
第

号
）
ひ
と
欄
で
紹
介

し
た
国
際
大
経
営
情
報
学
部

森
山

真
光
助
教
授
が
、
自
ら
開
発
し
た
日

中
電
子
商
取
引
シ
ス
テ
ム
の
会
社
・

チ
ャ
イ
ナ
保
証
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の

取
締
役
社
長
に
就
任
。
本
学
初
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
社
長
教
員
が
正
式
に
誕
生

し
た
。

同
社
は
現
在
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

な
ど
化
学
製
品
の
貿
易
手
続
代
行
シ

ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
業
務
を
展
開
中
。

中
国
側
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
に
は
本
留
学
生
や

学
生
ら
も
参
加
し
て
い
る
。

月
上
旬
に
全
国
の
高
等
学
校

（
約

、

校
）
へ
応
募
要
項

の
発
送
と
、
毎
日
新
聞
紙
上
に
お
い

て
告
知
や
広
告
を
掲
載
し
て
き
た
高

校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
の
応
募
が

月

日
に
締
め
切
ら
れ
、
全
国
か
ら

編
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

前
回
の

編
の
応
募
に
対
し
、

今
回
の
作
品
数
は

％
増
と
な
っ
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
の
定
着
ぶ
り
と
追
加

し
た
新
論
題
「
環
境
に
つ
い
て
」
へ

の
関
心
の
高
さ
を
示
し
た
。

審
査
員
は
昨
年
同
様
、
国
立
民
族

学
博
物
館
顧
問
・
梅
棹
忠
夫
氏
、
元

京
都
大
学
総
長
・
岡
本
道
雄
氏
、
京

都
大
学
名
誉
教
授
・
森

毅
氏
、
国

際
大
・
川
又
良
也
教
授
の

氏
。

最
終
審
査
に
進
む
の
は

作
品
で
、

月

日
に
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト

ン
大
阪
で
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、
グ

ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
等
が
選

定
さ
れ
た
。

全国から 作品
高校生論文コンクール 応募作品 倍増に高校生論文コンクール

「第 回グローバルマインド賞」「第 回グローバルマインド賞」
岡

本

道

雄

（
元
京
都
大
学
総
長
）

梅

棹

忠

夫

（
国
立
民
族
学
博
物
館
顧
問
）

川

又

良

也

（
大
阪
国
際
大
学
教
授
）

（敬称略）

森

毅

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
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西
日
本
大
学
選
手

権
優
勝
で
波
に
乗
る

大
学

短
大
の
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
今
秋
の
関
西

部
リ
ー
グ
で
揃
っ
て

見
事
優
勝
を
果
た
し

た
。女

子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
関
西
大
学
バ

女
子
大
人
間
科
学
部
人
間
健
康
科

学
科

回
生

長
岡
香
里
さ
ん
が
天

橋
立
観
光
協
会
（
京
都
府
宮
津
市
）

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
「

代
目

プ
リ
ン
セ
ス
天
橋
立
」
に
選
ば
れ
た
。

昨
年
の
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
・
品
川
美
弥
さ
ん
に
引
き
続
い

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〔
女
子
〕

・

天
皇
杯
・
皇
后
杯

第

回
黒
鷲
旗
全
日
本
選
手
権
大
会

出
場

・

第

回
近
畿

人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
男
子
・
女
子
選

手
権
大
会

ベ
ス
ト

・

関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ

戦

優
勝
（

季
連
続
）

最
優

大学 枚方 大阪新聞「社民党の辻元清美氏強制捜査」で法政経学部の

井戸田 侃特任教授コメント

学園 新規採用教職員歓迎懇親会

滝井高 職員研修旅行（ ）

大学・短大 教職員研修会、人間科学部社会コミュニケーション学科

田中徳子講師が講演

学園 新入教職員学校見学会

大学 枚方 経営情報学部でオフィスアワースタート

大学 枚方 法政経学部主催による特別講義スタート（ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ）

大学 枚方 国際交流課 谷口勝浩係員の執筆記事が「月刊 留学交流」

月号に掲載

大学 守口 防犯講習会が大阪日日新聞に掲載

大学 枚方 ホストファミリー対象大学教養講座スタート（

）

大学 「第 回日本の心と美の祭典 全日本きもの装いコン

テスト世界大会」に留学生別科生など 名が出場

大和田高 保護者懇談週間（ ）

大学 守口 広報もりぐちに科目等履修生募集案内掲載

大和田幼 学級懇談会（ ）

学園 名誉教授称号記授与式

滝井高 隔月誌『塾ジャーナル』に滝井高が掲載

学園 平岡龍人理事、「私学経営」に掲載

大学 枚方 朝日新聞「日本国憲法について語る」に大学院総合社会科

学研究科 年生谷口知倫さん出席

大学・短大 文化部発表会「桜花祭」開催（ ）

学園 毎日新聞で、平岡龍人理事が「ゆとり教育」について語る

大学 枚方 留学生別科生リベラ・ホアンさん、朝日放送「街角の君達」

に出演

大学 枚方 平成 年度留学生懇親パーティー

女子大 久保和男名誉教授が委員長の門真市学校適正配置審議会

「門真市立小学校及び中学校の規模と配置の適正化につい

て」を市に第 次答申、広報かどまに掲載

学園 名誉教授称号記授与式

短大 教職員研修会、講師に滝井高 飯田昌弘教諭を招く

テーマは 高等学校の学習内容変化について

大和田高 金 明姫非常勤講師が日本経済新聞文化欄に掲載

短大 幼児教育科対象、人形劇団クラルテを招いて実技研修

大学 枚方 市民大学講座（ ・ ・ ）

滝井高 後援会総会

学園 入交昭一郎理事が日本経済新聞に掲載

大学 枚方 法政経学部主催による特別講義

大学 枚方 中国人別科生と日本人学生による「Language Fr iend」ス

タート

大学 枚方 毎日新聞「和歌山県、毒物カレー・ヒ素保険金事件」で法

政経学部の井戸田 侃特任教授コメント

大学・短大 進路・就職部主催「現役スチュワーデスによるマナー講座」

に虎丸れいこ氏（トルコ航空スチュワーデス）を招く

学園 平岡龍人理事、関西経済同友会の常任幹事に就任

短大 門真市主催、男女共同参画講演会で短大家政科 油谷純子

教授が講演

大学・短大 第 回全学English Essay Contest開催

トピック Changing Roles of Men and Women （ ）

大学・短大 大学と学友会役員との懇親会、両キャンパス初の合同開催

大和田高 NHK BS 「ハローニッポン マスクでつなぐ日韓の絆 」

に金 明姫非常勤講師が出演

大学・短大 全学映画会 演題「メール」を鑑賞（ ）

滝井高 塾長対象入試説明会

女子大 短大 高等教育開発推進センター主催、「セミナー 」に関する

情報交換会

短大 同窓会「羊帝会」の総合案内が毎日新聞に掲載

大学 守口 留学生別科「伝統文化研究 」でゆかたの着付け実習授業

大学 枚方 エセック経済商科大学院大学学生受入れ、スポーツ交流会

など開催（ ・ ）

大学・短大 第 回教職員研修会、講師にアジア太平洋人権情報セン

ター（ヒューライツ大阪）研究員 藤本伸樹氏

テーマは 日本の国際化と人権問題について

女子大 短大 進路・就職部主催、「就職セミナー」の講師にキャリアコ

ンサルタント本田勝裕氏

学園 毎日新聞夕刊で、平岡龍人理事が 世紀の教育論を力説

滝井高 バレーボール部対象壮行会

滝井高 後援会が第 回役員会及び壮行会

大学 ジョージタウン大学英語インテンシブコースの最終判定テ

スト（ ）

大学 守口 スポーツ行動学科 年次生の長谷川早希さん、シンクロ「ス

イスオープン選手権大会」出場（ ）

大学 枚方 学友会主催「かき氷大会」（ ）

女子大 「障害者の性」を題材にしたフランス映画『ナショナル 』

に対し人間科学部人間健康科学科 橋本義郎助教授のコメ

ントが朝日新聞に掲載

短大 幼児教育科「第 回ジョイフルコンサート」

大学 守口 人間科学部教員有志による「ワインセミナー 夏」

滝井高 オープンキャンパスの案内が萱島・門真エリア「ぱど 私

立中学・高校特集 」に掲載

大和田高 第 回高野山競書大会金剛峰寺賞に白髭菜歩さん（ 年F

組）

大学・短大 教職員対象「現地学習会」

大学 守口 先輩を囲んでフリーディスカッション

大学 枚方 宅地建物取引主任者 資格取得講座（夏期集中）（ ）

大学 守口 スポーツ行動学科 年次生の今西真里さん、「第 回世界

バトントワリング選手権大会」（カナダ）に出場（ ）

滝井高 FMひらかた、もりぐちで夏休み特別番組「ブラッシュアッ

プ グローバルマインド」を放送（ ）

大学 枚方 名誉教授（元経営情報学部教授）降旗武彦氏が逝去

大学 守口 人間健康科学科の福田真規夫教授が大阪電気通信大学学報

にOBとして掲載

大学 守口 早稲田大学オープンカレッジ夏期講座 月・『ヨーロッパ

文化のモザイク チョーサの世界 と女性たち』と題し、

スポーツ行動学科 浅香佳子助教授が講演

学園 先生に「IT」指南、平岡龍人理事が産経新聞に掲載

大学 枚方 協定校・名桜大学（沖縄）の学生ら約 名、枚方まつりに

参加で来阪、国際大学生との交流会や枚方キャンパス視察

も（ ）

大和田高 NHK総合『関西おひるまえ』に国際理解講座「ライフマ

スク」担当 金 明姫非常勤講師生出演

大学 守口 心理コミュニケーション学科の西岡敦子講師が女性問題学

習講座「パソコン初心者倶楽部」（門真市主催）で講師

短大 幼児教育科 朝倉 洋教授の恒例「ルミエール音楽サロン」

vol の案内が広報かどまに掲載（ ・ ）

大学 枚方 「大学情報化全国大会 サイバーキャンパスの推進 」で

経営情報学部 市川直樹助教授（代表）、韓 尚秀助教授、

田窪美葉講師の共同研究「マネジメント・ゲームにおける

経営学の習得とプレゼンテーション能力の育成」を発表

女子大 藤木高嶺名誉教授の公開講座「誰でも行ける世界の秘境」

の案内が朝日新聞に掲載

大学 もりぐちeセミナー「 女と男のエンパワーメント講座

人生の主役は女と男」（ ・ ）

大学 枚方 日本地方自治研究学会の全国大会が本学で開催 テーマは

「地方財政の危機と地方自治の再生」

大和田中 第 回全国都道府県対抗中学バレーボール大会の大阪選抜

チーム結団式、メンバーの三木誠子さん、水口亜由美さん

（以上 年生）が読売新聞に掲載

短大 幼児教育科の朝倉 洋教授が指揮をつとめる定期演奏会

短大 家政科の福田洋子教授が審査員をつとめる「THE DEBATE

ACADEMY 第 回大会」（産経新聞社主催）

大学 守口 関西大学文学部公開授業「日本学 食文化の東西 」で

人間健康科学科の南 直人教授が講師

短大 「守口市交通安全市民大会」（守口市交通安全都市推進協

議会他主催）に幼児教育科の学生 名が参加協力

大学 枚方 保護者懇談会、 世帯の保護者が参加

女子大 短大 高等教育開発推進センター主催、「授業改善」に関する情

報交換会

学園 国際大 「大学関西フォーラム」第 回懇話会（読売新聞）に奥田

吾朗理事長、国際大 金子敦郎学長が出席、テーマは 変

革の時代、短大の挑戦

滝井高 ぱど（守口・門真エリア）の私立中学・高校特集に掲載

大学 守口 保護者対象就職説明会・教育懇親会

大学 枚方 経営情報学部松田孝一教授が『月刊しにか』のリレー連載「中

国史への招待 第 回」で連載（ 、 、 月号）

大学 守口 国際コミュニケーション学科 高橋尚美非常勤講師の授業が

Webサイト「和の学校」（URL http: www wanogakkou com）

に掲載

女子大 人間科学部縄田ゼミの 年次生、瀬川めぐみさん（社コミ）

がエフエムHANAKOに登場、学生ショップ「多趣多彩」

について話す。

大学 守口 心理コミュニケーション学科縄田文子教授が「高齢者生活

セミナー」の講師。タイトルは「人生“色々” さまざま

な色とのお付き合い 」。

短大 幼児教育科 朝倉 洋教授の恒例「ルミエール音楽サロン」

vol の案内がぱど（萱島・門真エリア）に掲載

大学 守口 社会コミュニケーション学科 年次生逢坂早苗さんがエフ

エムひらかた「Color Of Life」でパーソナリティ（毎週土曜）

ヘッドラインニュースヘッドラインニュース

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

西日本大学選手権も優勝！西日本大学選手権も優勝！

女

子

バ
レ
ー

春
秋
制
覇
、イ
ン
カ
レ
に
期
待

女

子

ソ
フ
ト

度
目
、強
豪
に

連
勝

女
子
バ
レ
ー
部
は
春
に
ひ
き
続
き
秋
の
関
西

リ
ー
グ
で
も
優
勝
を
果
た
し
た
。
写
真
中
央
は

最
優
秀
選
手
賞
・
ス
パ
イ
ク
賞
の
山
元

瞳
さ

ん
（

月

日
）

代代代代代代代
目目目目目目目

プププププププ
リリリリリリリ
ンンンンンンン
セセセセセセセ
ススススススス
天天天天天天天
橋橋橋橋橋橋橋
立立立立立立立

代
目

プ
リ
ン
セ
ス
天
橋
立

「きものまつり」で天橋立をバックに
（ 月 日）

人間健康科学科 回

長岡香里さん
京阪神イベント等で活躍

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
で
堂
々
の

季

連
続

度
目
の
優
勝
。
京
都
産
業
大

学
と
互
い
に

連
勝
の
ま
ま
迎
え
た

最
終
決
戦
で
勝
利
を
お
さ
め
全
勝
優

勝
を
果
た
し
た
。
個
人
賞
と
し
て
、

最
優
秀
監
督
賞
に
今
川

功
監
督
が
、

最
優
秀
選
手
賞
・
ス
パ
イ
ク
賞
に
山

元

瞳
さ
ん
（
人
健

）
が
選
ば
れ

た
。

月
の
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場

も
決
定
し
て
お
り
優
勝
へ
の
大
き
な

期
待
が
か
る
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
関
西
学

生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ

で
、

季
ぶ
り

度
目
の
優
勝
。
大

阪
体
育
大
学
、
龍
谷
大
学
な
ど
の
強

豪
を
相
手
に

連
勝
。
こ
ち
ら
も
全

勝
優
勝
を
飾
っ
た
。

ま
た
、
以
下
の
選
手
が
個
人
賞
を

受
賞
し
た
（
敬
称
略
）

最
優
秀
打
撃
賞
（
首
位
打
者
）

同
率
受
賞

和
田
有
加（
ス
ポ
行

）

上
田

玲
（
同

）

最
優
秀
投

手
賞
（
防
御
率

位
）
松
村

歩
（
国

文

）

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

上
田

玲
（
ス
ポ
行

）

盗
塁
賞

佐
々

木
ア
リ
サ
（
幼
教

）

ベ
ス
ト
プ

レ
ー
賞

奥
田
祥
子
（
ス
ポ
行

）

て
の
栄
冠
。

丹
後
地
方
や
京
阪
神
な
ど
か
ら
応

募
の
あ
っ
た

人
の
中
か
ら

人
が

選
ば
れ
、
現
在
京
阪
神
で
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
天
橋
立
の

を
中
心
に
活
躍
中
。

秀
監
督
賞

今
川

功

最
優
秀

選
手
賞

山
元

瞳

セ
ッ
タ
ー

賞

加
藤
み
の
り
（
以
上
人
健

）

ベ
ス
ト
リ
ベ
ロ
賞

戸
田
絵
美

（
ス
ポ
行

）

・

西
日
本
大
学
女
子
選
手

権

優
勝

・

関
西
大
学
男
女
選
手
権

大
会

優
勝

陸
上
競
技
部

・

第

回
日
本
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
（
兼
第

回
ア
ジ
ア

競
技
大
会
代
表
選
手
権
選
考
会
）

走
高
跳

児
玉
里
穂
（
ス
ポ
行

）

位

・

西
日
本
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
（
西
日
本
イ
ン

カ
レ
）

走
高
跳

児
玉
里
穂
（
ス

ポ
行

）

位

加
茂
有
希
子
（
ス
ポ
行

）

位
・

日
本
学
生
陸
上
競
技
種

目
別
選
手
権
大
会
走
高
跳

児
玉

里
穂
（
ス
ポ
行

）

優
勝

・

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
（
兼
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
の
選
考
会
）
走
高
跳

児
玉
里

穂
（
ス
ポ
行

）

位

・

日
本
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会

加

茂
有
希
子
（
ス
ポ
行

）
準
決
勝

進
出

走
高
跳

児
玉
里
穂
（
ス

ポ
行

）

位

水
泳
部

〔
男
子
〕

・

第

回
関
西
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会

男
子

中
島

正
詞
（
法
政
経

）

部

自
由
形
優
勝

〔
女
子
〕

・

第

回
関
西
女
子
学
生

選
手
権
水
泳
競
技
大
会

女
子

部

準
優
勝
（

部
昇
格
）、
個
人

女
子

七
藏
司
綾
子
（
国
文

）

部
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

〔
女
子
〕

・

関
西
学
生
リ
ー
グ
戦

位

・

第

回
西
日
本
大
学
選

手
権
大
会

優
勝

・

文
部
科
学
大
臣
杯
第

回
全
日
本
大
学
女
子
選
手
権
大
会

ベ
ス
ト

・

第

回
全
日
本
女
子
学

生
大
会

優
勝

硬
式
テ
ニ
ス
部

〔
女
子
〕

・

関
西
学
生
選
手
権
女
子

ダ
ブ
ル
ス

福
田
か
ん
な
（
ス
ポ

行

）
準
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〔
女
子
〕

・

全
関
西
女
子
学
生
選
手

権

回
戦
敗
退

・

第

回
西
日
本
学
生
選

手
権
大
会

回
戦
敗
退

・

関
西
女
子
学
生
リ
ー
グ

戦

部

位

ラ
ク
ロ
ス
部

〔
女
子
〕

・

「
年
度

歳
以
下
女
子
日
本
代

表
候
補
選
手
」
粂
田
奈
美
（
ス
ポ

行

）

佐
々
木

梓
（
家
政

）

・

「
年
度
関
西
女
子
ユ
ー
ス
選
抜

選
手
」
谷
口
敦
子
（
ス
ポ
行

）

西
野
和
美

平
井
夏
海
（
以
上

同

）

田
村
恵
子
（
人
健

）

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

近
畿
高
校
優
勝
大
会

ベ
ス
ト

・

春
季
大
会
兼
大
阪
高
校

選
手
権
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
）

大
会

優
勝

・

第

回
全
日
本
高
校
女

子
選
手
権
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

回
戦

・

第

回
大
阪
私
学
総
合

体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大

会

ゾ
ー
ン

位

・

同

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト

準
優
勝

大
和
田
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
大
阪
私
学
総
合

体
育
大
会
優
勝
大
会

ゾ
ー
ン

位
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回
全
国
高
校
女
子

選
抜
岐
阜
大
会

出
場

・

第

回
び
わ
湖
争
奪
新

人
練
習
会

優
勝

・

第

回
近
畿
私
立
高
等

学
校
女
子
選
抜
大
会

一
部
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

回
戦

剣
道
部

・

第

回
若
草
女
子
剣
道

大
会

第

回
若
草
女
子
剣
道
錬

成
大
会

出
場

・

全
国
高
校
総
体

大
阪

府
ベ
ス
ト

・

玉
竜
旗
高
校
剣
道
大
会

出
場

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

北
河
内
春
季
大
会

優

勝
・

第

回
大
阪
中
学
生
優

勝
大
会

位

・

秋
季
北
河
内
優
勝
大
会

優
勝

・

第

回
大
阪
府
私
立
中

学
校
総
合
体
育
大
会

優
勝

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
大
阪
府

歯
の
保
健

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

（
平
成

年

月

日
）

入
選
者

川
原
弘
暉

藤
重
諒
多
（
以

上
あ
や
め
組
）

倉
岡

花
（
す
み
れ

組
）

松
本
美
優

藤
重
璃
士
（
以
上

ひ
ま
わ
り
組
）

喜
田
優
香
（
さ
く
ら

組
）

大
西
倫
平
（
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
）

受
賞
作
品
は

大
阪
環
状
線
「

号
」
車
内
に

月

日

か
ら

日

ま
で
展
示
さ
れ
た
。

関
西
学
生

部
リ
ー
グ
揃
っ
て
全
勝
優
勝

関
西
学
生

部
リ
ー
グ
揃
っ
て
全
勝
優
勝
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推
薦
入
試

年
目
の
ジ
ン
ク
ス
返
上

推
薦
入
試

年
目
の
ジ
ン
ク
ス
返
上

旧
両
大
学
の
長
所
生
か
し
た
「
特
別
推
薦（

）入
試
」

学
科
紹
介
ブ
ー
ス
（
守
口
）。
教
員
や
在
学
生
が

ど
ん
な
質
問
に
も
丁
寧
に
対
応
（

月

日
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）

大
阪
国
際
大
学
と
大
阪
国
際
女
子

大
学
の
組
織
が
統
合
さ
れ
、
ま
た
大

阪
国
際
女
子
短
期
大
学
を
大
阪
国
際

大
学
短
期
大
学
部
に
名
称
変
更
し
、

新
た
な
体
制
の
な
か
平
成

年
度
学

生
募
集
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
年
度
の
募
集
は
昨
年
同
様
の
成

果
を
期
待
す
る
一
方
、
俗
に
言
わ
れ

る

新
設

年
目
の
ジ
ン
ク
ス
、

隔
年
現
象
、

歳
人
口
の
減
少
な
ど

払
拭
で
き
な
い
マ
イ
ナ
ス
要
因
か
ら

不
安
も
あ
っ
た
。
学
生
確
保
に
極
め

て
重
要
な
意
味
を
も
つ
指
定
校
推
薦

入
学
選
考
で
は
、
見
直
し
を
行
い
、

一
部
の
学
科
に
お
い
て
は
推
薦
基
準

を
昨
年
度
よ
り
厳
し
く
し
た
た
め
不

安
も
あ
っ
た
が
、
大
学
は
ど
の
学
部

学
科
に
お
い
て
も
設
定
枠
を
上
回
る

志
願
者
を
集
め
て
、
見
事
に

年
目

の
ジ
ン
ク
ス
を
跳
ね
除
け
順
調
な
滑

り
出
し
を
見
せ
た
。
短
大
も
昨
年
と

ほ
ぼ
同
じ
志
願
者
数
で
あ
っ
た
。

同
日
に
行
わ
れ
た
特
別
推
薦
（

）
入
学
選
考
は
、
昨
年
度
枚
方
、

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
個
別
で
実

施
し
た
特
別
推
薦
入
学
選
考
と

推
薦
入
学
選
考
の
長
所
を
生
か
し
た

新
し
い
選
抜
方
法
で
実
施
し
た
。
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
受
験
生
と
大
学
側
で

事
前
に
面
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
学
科
適
性
に
あ
い
、
強

い
入
学
意
欲
が
あ
る
も
の
に
出
願
資

格
を
認
定
す
る
形
式
を
と
っ
た
こ
と

か
ら
、
出
願
し
た
全
員
が
入
学
資
格

を
十
分
ク
リ
ア
す
る
も
の
で
、
選
考

後
の
判
定
に
お
い
て
今
年
度
は
出
願

者
全
員
を
合
格
と
し
た
。
こ
の
特
別

推
薦
（

）
入
学
選
考
の
反
省
点

は
、
事
前
面
談
の
た
め
エ
ン
ト
リ
ー

期
間
の
広
報
が
十
分
で
き
な
か
っ
た

た
め
か
、
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
終
了
後

に
か
な
り
の
受
験
生
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
相
次
い
だ
こ
と
。
来
年
度
の
改

善
策
を
検
討
中
。

月

日
に
行
わ
れ
た
推
薦

期

は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
「
本
学
専

願
」
と
「
他
大
学
と
の
併
願
」
を
受

験
生
自
ら
が
申
告
し
て
受
験
が
で
き
、

入
試
判
定
に
お
い
て
専
願
受
験
者
を

優
遇
し
、
そ
の
内
容
ま
で
公
表
し
た

入
試
（
大
学
の
み
）
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
大
学
側
が
専
願
・
併

願
可
の
入
試
と
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

行
う
の
が
普
通
で
、
ど
の
程
度
専
願

が
有
利
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
た
め
、
受
験
生
側
と
し
て
判

断
に
困
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の

方
式
で
は
、
そ
の
趣
旨
が
高
校
や
受

験
生
か
ら
理
解
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
学
目
的
か
ら
専
願
・
併
願
と
区
分

し
て
出
願
が
あ
り
、
経
営
情
報
学
部

と
法
政
経
学
部
は
昨
年
が
推
薦

回

実
施
か
ら

回
実
施
に
な
っ
た
た
め

分
散
傾
向
が
あ
り
昨
年
度
よ
り
下

回
っ
た
が
、
人
間
科
学
部
は
人
気
を

維
持
し
、
昨
年
度
よ
り
志
願
者
が
上

回
っ
た
。

短
大
は
昨
年
度
並
み
で
あ
っ
た
が
、

短
大
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
考
慮

す
る
と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

推
薦

期
以
降
に
つ
い
て
も
、
好

調
な
滑
り
出
し
と
同
様
の
成
果
を
期

待
し
た
い
。

入
試
・
広
報
部
課
長

塚
本

和
宏

『「
サ
バ
イ
バ
ー
」
イ
ン
サ
イ
ド
・

ス
ト
ー
リ
ー
』

「
サ
バ
イ

バ
ー
」
制
作
ス
タ
ッ
フ
編
、
新
潮
社

円

国
際
大
経
営
情
報
学
部

年
卒
の

小
野
郷
司
さ
ん
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

し
て
い
た
人
気
番
組「
サ
バ
イ
バ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
の
総
集
編
と
し
て

刊
行
。「
や
り
手
の
青
年
実
業
家
」

と
い
う
触
れ
込
み
通
り
の
活
躍
を
見

せ
た
小
野
さ
ん
の
個
人
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
松
下
電
器

字
回
復
へ
の
挑
戦
』

日
刊
工
業
新
聞
特
別
取
材
班
、
日
刊

工
業
新
聞
社

円

国
際
大
経
営
情
報
学
部

年
卒
で

日
刊
工
業
新
聞
の
記
者
で
あ
る
広
瀬

友
彦
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

年
以

上
に
渡
っ
て
取
材
し
た
松
下
の
改
革

（
敬
称
略
）

表

彰

表

彰

大
阪
国
際
大
学
（
枚
方
）

学
業
優
秀
者
表
彰

古
川
智
子

三
輪
孝
志

関
本

隆

武
内
靖
之

鳥
生
佳
嗣

呉

思
鳴

（
以
上
政
経

）

堀
口
晶
平

上
出

裕
子

岡
内
之
尚

佐
藤
真
希
子

原
美
和

矢
野
恵
子
（
以
上
法
政
経

）

日
浦
秀
雄

門
脇

崇

金
田
光
義

栗
栖
拓
馬

森
本
健
一

山
田
博
章

（
以
上
法
政
経

）

桐
畑
剛
士

永

井
裕
也

大
越
有
記

潘

凌
瑜

坂

元
寿
枝

陳

皎
（
以
上
経
情

）

粟
野
修
哉

古
川
直
樹

口
佳
代

平
塚

篤

坂
根
健
吾

下
村

悠

（
以
上
経
情

）

荒
川

愛

河
井

雅
範

河
野
裕
典

三
ノ
京

潔

新

宅
裕
香

冨
澤
宗
明
（
以
上
経
情

）

大
阪
国
際
大
学
（
守
口
）

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

学
園
特
別
奨
学
生

大
学

児
玉
里
穂
（
ス
ポ
行

）

仲

地
祐
奈

二
野
亜
矢
子
（
以
上
ス
ポ
行

）

福
田
か
ん
な
（
ス
ポ
行

）

池
上
貴
子
（
社
コ
ミ

）

七
野
由
美

子
（
ス
ポ
行

）

杉
野
吉
子
（
国
コ

ミ

）

家
野
純
子
（
人
健

）

短
大

米
澤
恵
実
（
家
政

）

小
野

奈
緒
美
（
幼
教

）

山
本
知
香
（
国

文

）

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

児
玉
里
穂
（
ス
ポ
行

）〔
全
日
本

学
生
優
勝
（
陸
上
競
技
走
高
跳
）〕

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
西
日
本
大
会
優
勝
〕

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〔
西
日
本
大

会
・
関
西
リ
ー
グ
戦
優
勝
〕

年度入試年度入試

卒
業
生
の
活
躍

続
々
と
出
版

を
ま
と
め
た
も
の
。
広
瀬
さ
ん
に
よ

る
中
村
社
長
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
も
掲
載
。

『
や
が
て
世
界
は
詩
に
至
る
』
椙
本

孝
思
著
、
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス

円
国
際
大
経
営
情
報
学
部

年
卒
の

椙
本
さ
ん
が
、
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
。

読
者
支
援
に
よ
る
書
籍
出
版
化
（
印

刷
）
を
目
指
す
サ
イ
ト
「
ド
リ
ー
ム

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
の
読
者
投
票
に
よ

り
出
版
。
椙
本
さ
ん
は
、
在
学
中
も

第

回
太
宰

治
賞
の
予
選
を
通
過

す
る
な
ど
実
力
派
。
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

修
士
課
程

経営情報学研究科 二次 平成 年 月 日（月） 日（金） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（月）
月 日（月）

総合社会科学研究科 二次 平成 年 月 日（月） 日（金） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（月）
月 日（月）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 平成 年 月 日（月） 日（金） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（月）

月 日（月）

平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

推

薦

推 薦 入 学 選 考 期

平成 年
月 日（木） 日（月）

月 日（土）・ 月 日（日）
いずれかを選択

月 日（金） 月 日（金） 日（金）奨 学 生 推 薦 入 学 選 考 月 日（土）

帰 国 生 徒 入 学 選 考
月 日（日）

社 会 人 入 学 選 考

一

般

一 般 入 学 選 考 方 式

平成 年
月 日（火） 日（金）

月 日（金）・ 月 日（土）
いずれかを選択

月 日（金） 月 日（金） 日（金）

「 インテンシブコース」
一般入学選考 方式（経営情報学部のみ）

「英語インテンシブコース」
一 般 入 学 選 考 月 日（土）

大学入試センター試験利用選考 期 独自試験は行いません

「英語インテンシブコース」大学入試
セ ン ター 試 験 利 用 選 考 月 日（土）

一 般 入 学 選 考 方 式
月 日（木） 日（金） 月 日（木） 月 日（水） 月 日（木） 日（木）「 インテンシブコース」

一般入学選考 方式（経営情報学部のみ）

一 般 入 学 選 考 方 式

月 日（火） 日（水）

月 日（月）・ 月 日（火）
いずれかを選択 月 日（土） 月 日（月） 日（木）「 インテンシブコース」

一般入学選考 方式（経営情報学部のみ）

大学入試センター試験利用選考 期 独自試験は行いません

留 学 生 入 学 選 考 別途定める

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

推

薦

推薦入学選考 期 月 日（木） 日（月） 月 日（土）・ 月 日（日）
いずれかを選択 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

推薦入学選考 期 月 日（月） 日（火） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

奨学生推薦入学選考 月 日（木） 日（月） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

帰 国 生 徒 入 学 選 考
月 日（木） 日（月） 月 日（日） 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

社 会 人 入 学 選 考

一般 一 般 入 学 選 考 月 日（火） 日（金） 月 日（金）・ 月 日（土）
いずれかを選択 月 日（金） 月 日（金） 日（金）

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日

大阪国際滝井高等学校
普通科

アカデミック（標準）コース
ナーシング（看護進学）コース
エクセレント（特進）コース 平成 年 月 日（月） 月 日（土） 月 日（月）

月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

国 際 科

大阪国際大和田高等学校 普通科 英数コース
国際・教養コース 平成 年 月 日（月） 月 日（火） 月 日（月）

月 日（火） 月 日（木） 月 日（月）

大阪国際大和田中学校

一次
平成 年 月 日（水） 日（火） 月 日（水） 月 日（木）

月 日（火）
平成 年 月 日（水） 日（火） 月 日（木） 月 日（金）

二次
平成 年 月 日（火） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（日）

月 日（木）
平成 年 月 日（火） 月 日（日） 月 日（日） 月 日（月）

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

年

月
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
ホ
プ

キ
ン
ズ
の
『
中
世
を
生
き
る
女
性
た

ち
』
（
原

題

）
に
解
説
・
詳
細

な
注
を
施
し
た
本
書
が
出
版
さ
れ
た
。

本
書
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
き
た

人
の
勇
敢
で
聡
明
な
女
性
の
劇
的

国
際
大
・
女
子
大
・
国
際
大
短
大
部

『
復
興
と
宗
教

震
災
後
の
人
と
社
会

を
癒
す
も
の
』
経
営
情
報
学
部
教
授

三

木

英

編
、
東
方
出
版

円

『﹇
新
版
﹈

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

ブ
ッ
ク
』
経
営
情
報
学
部
教
授

井
上
市

郎

共
著
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

円『
長
江

正
義
と
勇
気
の
大
海
へ
上

』

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
助
教
授

黄

志
軍

共
訳
、
晃
洋

書
房

円

『
学
び
や
す
い
家
政
学
概
論
』
短
大
部

家
政
科
助
教
授

米
浪
直
子
編
・
共
著
、

同
学
科
教
授

福
田
洋
子

助
教
授

山

な
人
生
を
、
彼
女
た
ち
が
し
た
た
め

た
手
紙
や
書
き
綴
っ
た
日
記
、
美
し

い
細
密
画
や
木
版
画
で
、
そ
の
生
き

様
を
リ
ア
ル
に
描
き
だ
し
て
い
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る

人
の
女
性
と
は
、

聖
女
に
し
て
救
国
の
戦
士
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
、
仏
英
二
つ
の
国
の
王

妃
エ
レ
ア
ノ
ー
ル
、
初
の
女
性
作

家
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
先
駆
者
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ヌ

ド
・
ピ
ザ
ン
、
幻
視

者
・
音
楽
家
・
科
学
者
ヒ
ル
デ
ガ
ル

ト
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ン
ゲ
ン
、
や
や
名

前
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
性
の
呪

縛
か
ら
神
秘
思
想
家
と
な
り
、
文
盲

だ
っ
た
が
自
伝
を
口
述
筆
記
さ
せ
た

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ケ
ン
プ
、
中
世
後

期
の
家
を
守
る
主
婦
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
パ
ス
ト
ン
で
あ
る
。

私
が
こ
れ
ら

人
の
女
性
の
中
で

最
も
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
最
後
の

家
を
守
る
主
婦
パ
ス
ト
ン
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
に
お
い
て

主
婦

と

大阪国際大学人間科学部
スポーツ行動学科助教授

浅香 佳子（他）編 注 訳

BOOK
・・・・・・・・・・・・・・

・
・

・
・
・

・
・
・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
・
・
・

・・・・・・・・・

・

・
・
・
・
・ ・・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

中
世
を
生
き
る

女
性
た
ち

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
か
ら

王
妃
エ
レ
ア
ノ
ー
ル
ま
で

原
書
房

円

言
わ
れ
る
と
き
、
経
済
的
自
立
の
面

か
ら
弱
い
立
場
と
見
ら
れ
が
ち
で
、

さ
ら
に
言
う
と
、
非
難
の
対
象
と
さ

れ
か
ね
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
目
で
こ
の
パ
ス
ト
ン
の
生
活

を
見
て
み
る
と
、
所
有
地
に
関
す
る

人
、
も
の
、
金
の
管
理
を
一
手
に
担

い
、
両
親
や
子
ど
も
と
の
生
活
も
大

切
に
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

も
ち
ろ
ん
裕
福
な
家
庭
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
日
常
で
あ
っ
た
こ
と
は
い

な
め
な
い
が
…
…
。

こ
の

家
を
守
る

と
い
う
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
も
よ
る

が
、
ひ
と
つ
の
家
の
中
で
、
ま
た
、

家
の
構
成
員
で
あ
る
個
人
の
中
で
の

様
々
な
事
柄
に
対
す
る
個
々
人
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
、
今
、
微
妙
な

時
期
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
も
知
恵
と
勇
気
を
も
っ
た

生
き
方
を
！
と
語
り
か
け
る
一
冊
で

あ
ろ
う
。

（
大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

講
師

西
岡

敦
子
）

田
克
子

共
著
、
金
芳
堂

円

『
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
法
学
・
憲
法
』
法
政

経
学
部
教
授

奥

正
嗣

短
大
部
国
際

文
化
学
科
教
授

奥
村
文
男
、
法
律
文
化

社

円

『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
展
開
』
法

政
経
学
部
教
授

徳
永

恂

著
、
新
曜

社

円

『
大
学
・
大
学
院
総
合
日
本
語

櫻
』

経
営
情
報
学
部
教
授

浦
上
準
之
助

法

政
経
学
部
教
授

松
井
嘉
和

共
著
、
凡

人
社

円

『
障
害
児
の
発
達
と
保
育
』
短
大
部
幼

児
教
育
科
助
教
授

大
橋
喜
美
子

共
著
、

か
も
が
わ
出
版

円

『
事
例
で
わ
か
る
保
育
と
心
理
』
同

編
、
朱
鷺
書
房

円

『
現
代
政
治
』
法
政
経
学
部
教
授

大

矢

之

共
著
、
嵯
峨
野
書
院

円『
機
能
障
害
を
も
つ
人
の
余
暇

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
人

間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科
助
教
授

橋

本
義
郎

訳
、
明
石
書
店

円

『
体
温

運
動
時
の
体
温
調
節
シ
ス

テ
ム
と
そ
れ
を
修
飾
す
る
要
因
』
人
間
科

学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
教
授

井
上
芳

光
、
ナ
ッ
プ

円
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就
職
活
動
も
後
半
に
入
り
ま
し
た
。

今
年
の
就
職
環
境
は
景
気
の
立
ち
直

り
が
見
ら
れ
な
い
状
況
の
な
か
で
、

企
業
の
採
用
減
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
企
業
側
の
厳
選

採
用
は
昨
年
度
以
上
に
厳
し
い
状
況

で
す
。
こ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て

昨
年
度
同
時
期
に
比
べ
て
、
学
生
の

内
定
状
況
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
環
境

の
な
か
で
も
自
分
を
し
っ
か
り
と
み

つ
め
た
学
生
は
複
数
の
企
業
か
ら
内

平
成

年

月
卒
業
予
定
の
大
学

生
の
民
間
企
業
就
職
希
望
者
に
対
す

る
求
人
倍
率
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
横
ば

い
の

・

倍
で
あ
り
、﹇

・

万
人（
求
人
総
数
）

・

万
人（
民

定
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
は
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を

し
た
い
の
か
」、「
自
分
は
何
が
で
き

る
の
か
」
を
原
点
に
立
ち
返
っ
て
見

つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
フ

リ
ー
タ
ー
な
ど
の
安
易
な
道
を
選
択

し
な
い
こ
と
で
す
。

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
卒

の
求
人
件
数
は
昨
年
度
最
終
を
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、
卒
業
後
の
求
人

状
況
は

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。
仕
事
を
選
ぶ
選
択
肢
は
今
の
ほ

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

年内授業終了
平成 年

年始授業再開
後期授業終了
後期補講（ ）
後期定期試験（ ）
集中講義（ ）
後期追試験（ ）
卒業証書・学位記授与式

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

後期中断
平成 年

後期再開
補講（ ）
後期終講
補講
後期試験（ ）
補講
後期試験（ ）
集中講義（ ）
追・再試験（ ）
女子大卒業証書・学位記授与式
短大卒業証書授与式

大阪国際滝井高等学校
中間考査（ ）
保護者会（ ）
学年カルタ会
授業終了式

平成 年
授業再開・選抜カルタ会
授業終了（ 年）
マラソン
追試（ ）（ 年）
卒業式
期末考査（ ）
登校日
追試（ ）
終業式

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

期末考査（ ）（高校）
期末考査（ ）（中学）
登校日
保護者会（中学）
終業式

平成 年
始業式
イングリッシュフェスティバル（中学）
学年末考査（ ）（中学）（ 年）、
スキー実習（ ）（中学）（ 年）
卒業式（高校）
学年末考査（ ）（高校）、（ ）
（中学）
卒業式（中学）
登校日
修学旅行（ ）（中学）（ 年）
終業式

大阪国際大和田幼稚園
作品展
お楽しみ会
終業式

平成 年
始業式
豆まき
お別れ会（年長組）
生活発表会
個人懇談会（ ）
平成 年・ 日入園
お別れ会
保育修了証書授与式
終業式

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

る
と
い
う
意
識
が

著
し
く
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
原
因

と
思
わ
れ
る
。
本

学
に
お
い
て
も
、

就
職
行
事
の
関
心

の
低
さ
や
出
席
率

の
悪
さ
（

年

月
卒
業
予
定
者
の

就
職
行
事
出
席
率

は
大
学

・

％
、

短
期
大
学
部

％

年

月

年

月
実
施
）
か
ら
、
就
職
に
対
す

第一線スポーツ記者で奮闘中
入社して早 年半がたちました。仕事に没頭しすぎたせいか、大学生活の 年間

とは比べものにならないくらいあっという間の年月でした。 代のうちは異動が多

く、私もすでに つの部署を経験。競馬、競輪、競艇など公営競技を担当する競技

部、プロ野球、サッカー、格闘技などを担当する運動部、見出しやレイアウトなど

紙面製作を担当する整理部と渡り歩き、わが社が発行する「スポーツ報知」の編集

に様々な角度から携わりました。土日に出勤し、平日に休む生活にもすっかり慣れ、

充実した生活を送っています。

最近では、日韓共催のサッカーワールドカップ取材でイングランド代表のベッカ

ム選手を前に悪戦苦闘しました。当然、取材は英語。大学の授業で居眠りばかりせ

ず、もう少し頑張っておくべきだったと後悔しましたが、世界最高峰のプレーを間

近で見て取材したことは貴重な体験。そのほか、選手らの血と汗が飛び散ってくる

ほどの距離でボクシングの世界タイトル戦をリングサイド取材したり、野球では最

終回の逆転劇にあわてて原稿や見出しを書き直したり、とまあこんな具合です。近

い将来、大学時代に所属していたラグビー部が リーグに昇格した際は是非、密着

取材してみたいです。後輩諸君、期待しています。

大
阪
国
際
大
学
政
経
学
部

年
卒

報
知
新
聞
社
大
阪
編
集
局
勤
務

田
村

龍
一

米国公認会計士合格でグローバルに活躍
現在、工業用ミシンをグローバルに製造販売しているペガサスミシン製造 の財

務部に勤務しております。短大（英語科）を卒業して家業（経理業務含む）を手伝っ

ていましたが、 歳（ 年）の時に何か自分の武器となるものを身につけて転職

をしようと考えました。短大 回生の時に、ゼミの担任であった長澤 宏先生が日

商簿記一級取得を目指しておりました私に米国公認会計士（USCPA）に関する雑

誌の切り抜きをくれたのを思い出し、資格について、また日本でのUSCPAの需要

に関して調べました。 年に日本で大きな会計の変化（会計ビッグバン）があり、

日本の会計基準がほぼ米国基準である国際会計基準に移行していく事を知り需要を

確信しました。半年間の勉強期間を経て無事合格して 年に現職につきました。

帝国女子高等学校（現、大阪国際滝井）のバレー部で培った集中力と体力のおかげ

で、試験勉強や 時間半を 日という長時間の試験も難なく乗り越えられたと思い

ます。入社してからは意欲をアピールして、会社も男女の隔てなく受け入れてくれ、

連結決算業務、米国子会社への ヵ月出向など、業務を通して知識を深める多くの

機会を与えてくれております。海外拠点の人達と働く事は、自分にすごく刺激を与

えてくれます。このきっかけをつくってくれたこの資格取得は私の人生を大きく変

えました。これからも会計の分野でのスペシャリストを目指し、グローバルに業務

がこなせるように語学にも励みたいと考えております。

帝
国
女
子
短
期
大
学
英
語
科

（
現
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
国
際
文
化
学
科

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
）

年
卒

ペ
ガ
サ
ス
ミ
シ
ン
製
造
株
式
会
社

三
木

紀
子

OB・OGレポートOB・OGレポート

枚方キャンパス

月 日 第 回ガイダンス「就職活動
対策ガイダンス」（ ）

月 日 学内企業セミナー（同）
日 第 回ガイダンス「グループ
ディスカッションセミナー」（同）

守口キャンパス

月・ 日 話しことば検定（大 ・短 ）
・ 日 第 回一般常識テスト（同）

月・ 日 第 回就職セミナー、第 回
就職ガイダンス（同）

・ 日 第 回一般常識テスト（同）
・ 日 第 回漢字検定（ ）

月・ 日 第 回自己分析講座、第 回
企業研究講座（大 ・短 ）

・ ・ 日 第 回職種研究講座（同）
・ 日 社会人としての心構え 第
回 働くとは （同）
・ 日 第 回履歴書の書き方講座
（同）

・ ・ 日 学内企業説明会（同）
・ 日 メイクアップセミナー（同）
・ 日 第 回一般常識・時事・
論作文対策講座（同）

・ 日 第 回面接訓練（同）
・ 日 グループディスカッション訓
練（同）

・ 日 第 回一般常識テスト（同）
月・ 日 第 回一般常識テスト（同）

宮
沢
賢
治
研
究
な
ど
の
業
績

に
ち
な
ん
だ
第

回
「
宮
沢
賢

治
賞
」（
岩
手
県
花
巻
市
）
の

受
賞
者
が

月

日
発
表
さ
れ
、

研
究
、
論
評
、
創
作
な
ど
を
対

象
と
す
る
賢
治
賞
に
、
国
際
大

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

松
田
司
郎

教
授
が
選
ば
れ
た
。

就就就就就就就就就
職職職職職職職職職
戦戦戦戦戦戦戦戦戦
線線線線線線線線線
いいいいいいいいい
ぜぜぜぜぜぜぜぜぜ
んんんんんんんんん
厳厳厳厳厳厳厳厳厳
ししししししししし
いいいいいいいいい

就
職
戦
線
い
ぜ
ん
厳
し
い

国際大

求
人
件
数
は
ア
ッ
プ

安
易
な
道
選
ば
ず
一
層
の
努
力
を

個人指導より強化
就職意識の向上に努める

女
子
大
短
大

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
「
自
己
分
析
講
座
」
の

様
子（

月

日
）

間
企
業
就
職
希
望
者
数
）

出
所

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
﹈

依
然
厳
し
い
現
状
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
短
大
生
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
、
未
公
表
（
昨
年
度
は

・

倍
）
で
あ
る
が
、
昨
年
度
よ
り
低

下
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

求
人
倍
率
の
低
下
と
共
に
深
刻
な

の
は
、

・

年
度
の
大
学
生
の
就

職
率
（
就
職
者
数

卒
業
生
数
）
が

％
台
に
な
っ
て
お
り
、
進
学
者
や

不
明
を
除
く
と
約

％
が
無
業
者
で

あ
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
が
こ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

出
所

同
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
。
就
職
率
の

低
下
、
フ
リ
ー
タ
ー
・
無
業
者
の
増

加
は
、
近
年
進
路
が
多
様
化
の
傾
向

に
あ
る
が
、
新
卒
時
に
絶
対
就
職
す

（ ）は
対象年次平成 年度 就職行事予定平成 年度 就職行事予定

る
意
識
は
決
し
て
高
く
な
い
こ
と
が

現
れ
て
い
る
。

個
人
指
導
（
面
談
・
相
談
等
）
を
よ

り
強
化
（
個
人
指
導
と
し
て
今
年
の

月
に
大
学

回
生
全
員
を
対
象
に

個
人
面
談
を
実
施

出
席
率
は

・

％
）
し
、
学
生
の
就
職
意
識
の
向

上
に
努
め
た
い
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
大
阪
国
際

大
学
短
期
大
学
部

進
路
就
職
部

係
長

石
原
勝
次
郎
）

う
が
断
然
多
い
の
で
す
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
探
す
た

め
に
は
卒
業
後
で
は
な
く
、
今
、
就

職
活
動
を
精
一
杯
す
る
こ
と
で
す
。

今
も
進
路
・
就
職
部
で
は
リ
ク
ナ

ビ
な
ど
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
足

で
稼
い
だ
求
人
情
報
を
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
進
路
・
就
職
部

ま
で
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
大
阪
国
際
大
学
進
路
・
就
職
部

課
長

中
山

貴
嗣
）

松
田
司
郎
教
授
に

「
宮
沢
賢
治
賞
」

進
路
・
就
職
部
と
し
て
、
今
後
集

団
指
導
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
）
と
共
に

第

回
目
を
迎
え
た
恒
例
の
奥

田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第

回
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

浜
村

淳
さ
ん
の
「
映
画
音
楽
祭
」

ト
ー
ク

コ
ン
サ
ー
ト
に
酔
う

は
、

月

日

時

分
よ
り
学

園
の
近
隣
は
じ
め
一
般
市
民
の
方
々

を
無
料
招
待
し
て
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
約

名
が
参
加
し
、

浜
村

淳
さ
ん
の
「
映
画
音
楽
」
お

も
し
ろ
ト
ー
ク

コ
ン
サ
ー
ト
の

シ
ョ
ー
に
酔
い
し
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ウ
エ
ス
タ
ン
メ

ド
レ
ー
他
お
な
じ
み
の
映
画
音
楽
を

フ
ァ
イ
ン
メ
イ
ツ
が
演
奏
し
、
浜
村

さ
ん
の
軽
快
な
解
説
や
映
画
よ
も
や

ま
話
を
満
喫
し
た
宵
で
あ
っ
た
。メモリアルフェスティバルで浜村 淳さんが映画よ

もやま話
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